
1. はじめに 

本報告は、河川部から依頼を受け、実施した流量観

測についてとりまとめたものである。流量観測は、河

川流量・流速・水位等を観測するもので、そのデータ

は、河川計画の策定や調節池の堰高の設定など様々な

場面で活用され、河川事業にとって必要不可欠な資料

である。流量観測は、年何回か発生する洪水時（高水）

と、１月に１回程度の平常時（低水）に行なうが、年

間の流況（水位、流速、流量など）を求めるには、定

常的に河川水位を測定している水防災総合情報システ

ムのテレメータ水位観測所の水位計データとの相関を

求めることが有効であると考えられる。本報告では、

2000 年度と 2006 年度に実施した神田川上流域におけ

る流量観測結果とテレメータ水位観測所の水位計デー

タを整理し、その流況特性を考察した。 
 

2. 対象範囲 

対象とした神田川は、三鷹市の井の頭公園を源とし、

武蔵野台地を流れ、東京の中心部を横断し隅田川へ合

流する、延長 24.6km・流域面積 100.6km2の都内最大

級の一級河川である。神田川流域は、戦後以降、著し

く市街化が進行した地域で、市街化率は 95％を超えて

いる。河川沿いについても住宅等が密集しており、用

地買収による河川改修は極めて難しい状況にある。こ

のため、神田川流域における河川改修以外の河川事業

としては、環七地下調節池などの９調節池、高田馬場

分水路など４分水路が整備されている。 

 
 

図－1 観測箇所 

 
3. 調査箇所の選定 
 流量観測の調査箇所の選定にあたっては、主に以下

の点について考慮して設定する。 
①浮子による流量観測の実施が可能か？ 

流量観測は、図－２のように浮子を投下してある区

間を流下する時間を計測し、その区間の平均流速を求

める方法をとる。この方法は、浮子が流れになじむた

めの助走区間と、流下時間を測定する計測区間を設け

る必要がある。また浮子を投下する橋梁が直近にある

ことと、河川形状は直線である必要がある。 
②直近に水位観測所があるか？ 
「東京都水防災総合情報システム」では、都内の 138

箇所の雨量観測所と 149 箇所の水位観測所のデータが

一元管理されている。河川の流況を把握するためには、

水位と流量の関係（H－Q 式）を得ることが必要であ

るが、観測箇所直近で定常的に河川水位を測定してい

る水防災総合情報システムのテレメータ水位観測所の
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久我山橋 佃橋 向陽橋
高水流量観測 2000年 ○ ○ －

2006年 － － ○
低水流量観測 2006年 ○ ○ ○

※2000年久我山橋は直近下流の清水橋で実施  
 
水位計データを活用することで、年間を通じた流況の

把握が可能となる。 
上述の項目について考慮し、2006 年度と 2000 年度に

神田川上流域における流量観測は、表-1 のとおり実施

した。 
 
4. テレメータ水位観測所の水位計データの整理 

 通年の河川の流況を把握するためには、常時河川の

水位データを蓄積しているテレメータ水位観測所の水

位計データを用いることが不可欠である。しかしなが

ら、水位計周辺での落雷による電気系統の故障や防災

無線の伝送障害などが原因で、水位計データには必ず

といっていいほど欠測又は異常値が見受けられる。図

－３は、2006 年の久我山橋、佃橋、向陽橋における水

位計データのヒストグラム（度数分布図）である。水

位計のデータは、水位計センサーの下端からの上がり

の水位が出力されることから、連続的にデータが出現

することが、正であると考えられるが、佃橋や久我山

橋では、データが不連続に出現する欠測又は異常値が

見られる。表－2は、欠測及び異常値データの割合に

ついて整理したものである。水位計のデータは、１分

間隔で計測されるため、1年間で 525,600(60分×24時

間×365日)のデータを得る。向陽橋の欠測又は異常値

が0.64％であった一方で、久我山橋7.03％、佃橋 

ヒストグラム（2006年　久我山橋)
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ヒストグラム（2006年 佃橋）
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ヒストグラム　（2006年　向陽橋）
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図－3 水位計データのヒストグラム 

 

 

データ数 割合 データ数 割合 データ数 割合 計

久我山橋 36,974 7.03% 0 0.00% 488,626 92.97% 525,600

佃橋 1,969 0.37% 22,652 4.31% 500,979 95.32% 525,600

向陽橋 3,368 0.64% 0 0.00% 522,232 99.36% 525,600

水位計からの上がりの距離

０cmより上０cm未満 ０cm

 

4.68％であった。この差については、原因は不明であ

るが、水位計自体の特性や水位計が設置されている周

辺環境からの影響によるものと考えられる。 

 

表－1 観測実施箇所 

表－2 欠測・異常値データの割合 

図－2 河川流量の観測方法 



 

こうした欠測・異常値データの補完にあたっては、

欠測・異常値データの前後の値や、他の観測所の水位

計データなどを比較して補正を行った。図-4は、補正

により求めた向陽橋の水位と直近に位置する久我山橋

観測所の雨量の１年間(2006年)の経年変化について示

したものである。久我山橋観測所における年間の降雨

量は1,646mmであり、主な降雨は、①6月 16日～18日

(総雨量127mm、日最大雨量90mm、時間最大雨量27mm)、

②9月 11日(総雨量43mm、日最大雨量43mm、時間最大

雨量 38mm)③10 月 5 日～7 日(総雨量 142mm、日最大雨

量 120mm、時間最大雨量 9mm) 、④12 月 26 日(総雨量

158mm、日最大雨量 158mm、時間最大雨量 21mm)であっ

た。最低水位は、34.57m、最高水位は、36.17m(9月 11

日)であり、最高水位－最低水位は、1.60m であった。 

図－５～図－８では、①～④の各降雨における向陽

橋の水位と向陽橋直近の久我山雨量観測所の降雨強度

(mm/h)を比較したものである。ここで用いている降雨

強度(mm/h)とは、60 分間の累計雨量（11:00 の雨量の

場合は10:00～10:59の 1分間雨量の累計）とした。向

陽橋の水位は、久我山橋雨量観測所の降雨強度とタイ

ムラグがほとんどないことが分かる。これは、向陽橋

が神田川の上流端付近に位置し、流達時間が短いこと

と、流域の流出係数が高いためと考えられる。 

最も水位が上がった②9 月 11 日は、27 分間で 38mm

の雨量を記録した。 

 

   1月　         2月         3月       　4月　         5月　      6月　        7月　     8 月　     　9月　       10月　    11月  　 12月

2006年　神田川　向陽橋の水位
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34

35

36

37

38

39

40

水
位

(A
.P

.+
m

)

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

降
雨

強
度

（
m

m
/
h
)

6/15
0:00

6/16
0:00

6/17
0:00

6/18
0:00

 
 

水位と雨量の関係（向陽橋） 2006年　9/11
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雨量と水位の関係　2006年 10/5～10/7

34

35

36

37

38

39

40

水
位

(A
.P

.＋
m

)

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

雨
量

（m
m

/日
）

10/5
0:00

10/6
0:00

10/7
0:00

 

雨量と水位の関係（向陽橋）　2006年 12/26～27

34

34.5

35

35.5

36

36.5

37

37.5

38

水
位

(A
.P

.+
m

)

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

降
雨

強
度

（
m

m
/
h
）

 
 

① 
② 

③ ④ 

図－4 2006 年向陽橋の水位変化 

図－5 ① 6 月 16 日～18 日の水位と降雨強度 

図－6 ② 9 月 11 日の水位と降雨強度 

図－7 ③ 10 月 5 日～7 日の水位と降雨強度 

図－8 ④ 12 月 26 日の水位と降雨強度 
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5.  観測水位とテレメータ水位の比較 

 水位－流量曲線（H－Q 式）を用いて年間の流況を

求めるためには、観測水位とテレメータ水位の相関を

求めておく必要がある。ここでは、観測水位とテレメ

ータ水位の関係について整理する。 
 洪水時の流量観測は、気象警報や注意報、天気予報

などを参考にして、数日間から数時間先に一定の雨量

が期待できそうな日を見計らって実施している。 
しかしながら都内の中小河川で、天端近くまでの水位

上昇をもたらす雷雨性豪雨は、短時間で発生するため、

一般の天気予報により、観測実施の有無を判断したの

では、降雨のピークを捕らえられなかったり、観測が

間に合わないケースが間々ある。そこで 2006 年は、

気象庁の降雨短時間予報で６時間先までに雨量が

10mm 以上となっている場合や、天気・気象情報サイ

ト「tenki.jp」で２４時間先までの時間雨量の最大値が

15mm 以上となった場合などインターネットで公開さ

れている気象予報を参考に観測することとした。高水

流量観測は、表-3,4 のとおり流量観測を実施した。ま

た、低水流量観測調査は、観測日前２日以上晴天が続

いた日とし、表-5 のとおり実施した。 
 
 
佃橋

実施時間 量水標水位 テレメータ
2000年7月7日 20:30 38.327 38.75

21:00 38.525 38.79
22:00 38.683 39.14
23:00 39.148 39.61

2000年7月8日 1:20 38.723 39.09
1:45 38.98 39.48
3:00 39.279 39.68
3:40 39.425 39.87

6:00 39.148 39.61
7:00 38.901 39.46
9:00 38.604 39.05

久我山橋（清水橋）
実施時間 量水標水位 テレメータ

2000年7月7日 20:30 40.46 20.45

21:00 40.55 20.52
22:00 40.86 20.68
23:00 41.19 21.22

2000年7月8日 1:00 40.56 20.53
1:30 41.06 20.99
1:45 41.27 21.15

3:08 41.48 21.38
6:10 41.39 21.32
7:05 40.99 21
7:17 40.88 20.91

8:55 40.68 20.7

 
実 施 日 実 施 時 間 量 水 標 水 位 テ レ メ ー タ

1 2 : 0 0 3 4 . 6 3 2 0 . 9 4
1 3 : 0 0 3 4 . 8 3 2 1 . 1
1 4 : 0 0 3 4 . 6 3 2 0 . 9 5
1 5 : 0 0 3 4 . 6 0 2 0 . 9 2
1 1 : 0 0 3 4 . 6 2 2 0 . 9 2
1 2 : 0 0 3 4 . 6 3 2 0 . 9 3
1 3 : 0 0 3 4 . 6 3 2 0 . 9 3
1 4 : 0 0 3 4 . 6 0 2 0 . 9 2
1 5 : 0 0 3 4 . 5 9 2 0 . 9
1 6 : 0 0 3 4 . 5 8 2 0 . 8 9
1 0 : 0 0 3 4 . 7 1 2 1 . 0 6
1 1 : 0 0 3 4 . 6 8 2 0 . 9 9
1 1 : 3 0 3 4 . 6 5 2 0 . 9 7
1 2 : 0 0 3 4 . 6 3 2 0 . 9 5
1 3 : 0 0 3 4 . 6 0 2 0 . 9 2
1 4 : 0 0 3 4 . 5 9 2 0 . 9 1
2 0 : 0 0 3 4 . 7 4 2 1 . 0 5
2 1 : 0 0 3 4 . 7 9 2 1 . 0 9
2 2 : 0 0 3 4 . 7 8 2 1 . 0 9
2 3 : 0 0 3 4 . 7 1 2 1 . 0 2
0 : 0 0 3 4 . 6 9 2 0 . 9 8
1 : 0 0 3 4 . 6 8 2 0 . 9 8
2 : 0 0 3 4 . 6 4 2 0 . 9 5
3 : 0 0 3 4 . 6 2 2 0 . 9 3
4 : 0 0 3 4 . 6 1 2 0 . 9 3
5 : 0 0 3 4 . 6 0 2 0 . 9 1
6 : 0 0 3 4 . 5 9 2 0 . 8 9
7 : 0 0 3 4 . 5 8 2 0 . 8 8
8 : 0 0 3 4 . 5 7 2 0 . 8 8
9 : 0 0 3 4 . 5 7 2 0 . 8 8

1 1 : 0 0 3 4 . 5 7 2 0 . 8 8
1 2 : 0 0 3 4 . 6 3 2 0 . 9 2
1 2 : 3 0 3 4 . 6 6 2 0 . 9 8
1 3 : 0 0 3 4 . 6 5 2 0 . 9 8
1 4 : 0 0 3 4 . 6 3 2 0 . 9 5
2 0 : 0 0 3 4 . 6 1 2 0 . 9 2
2 1 : 0 0 3 4 . 6 2 2 0 . 9 3
2 2 : 0 0 3 4 . 6 3 2 0 . 9 3
2 3 : 0 0 3 4 . 6 1 2 0 . 9 2
0 : 0 0 3 4 . 6 1 2 0 . 9 2
1 : 0 0 3 4 . 7 0 2 1
2 : 0 0 3 4 . 7 2 2 1 . 0 4
3 : 0 0 3 4 . 7 7 2 1 . 0 8
4 : 0 0 3 4 . 7 7 2 1 . 0 9
5 : 0 0 3 4 . 8 1 2 1 . 1 3
6 : 0 0 3 4 . 9 1 2 1 . 2 1
6 : 3 0 3 4 . 9 9 2 1 . 2 9
7 : 0 0 3 5 . 0 0 2 1 . 3 1
8 : 0 0 3 4 . 9 4 2 1 . 2 6
9 : 0 0 3 4 . 9 9 2 1 . 3

1 0 : 0 0 3 4 . 9 6 2 1 . 2 6
1 1 : 0 0 3 5 . 0 8 2 1 . 3 9
1 2 : 0 0 3 5 . 1 4 2 1 . 4 6
1 3 : 0 0 3 5 . 1 4 2 1 . 4 6
1 4 : 0 0 3 5 . 1 1 2 1 . 4 3
1 5 : 0 0 3 5 . 0 7 2 1 . 3 9
1 6 : 0 0 3 4 . 8 5 2 1 . 1 6
1 7 : 0 0 3 4 . 8 3 2 1 . 1 4
1 8 : 0 0 3 5 . 0 2 2 1 . 3 3
1 9 : 0 0 3 5 . 1 1 2 1 . 4 2
2 0 : 0 0 3 5 . 2 7 2 1 . 5 9

2 0 0 6 年 1 0 月 5 日

2 0 0 6 年 8 月 9 日

2 0 0 6 年 9 月 1 4 日

2 0 0 6 年 9 月 1 8 日

2 0 0 6 年 9 月 2 6 日

 
① 久 我 山 橋

量 水 標 ﾃ ﾚ ﾒ ｰ ﾀ

2 0 0 6年 6月 2 2日 （ 木 ） 4 0 . 1 3 2 0 . 1 7

2 0 0 6年 7月 2 6日 （ 水 ） 4 0 . 1 4 2 0 . 1 7

2 0 0 6年 8月 2 9日 （ 火 ） 4 0 . 0 8 2 0 . 1 7

2 0 0 6年 9月 2 1日 （ 木 ） 4 0 . 1 1 2 0 . 1 8

2 0 0 6年 1 0月 1 6日 （ 月 ） 4 0 . 1 9 2 0 . 2 4

2 0 0 6年 1 1月 1 4日 （ 火 ） 4 0 . 1 3 2 0 . 1 7

2 0 0 6年 1 2月 2 5日 （ 月 ） 4 0 . 2 2 2 0 . 3 1

2 0 0 7年 1月 3 0日 （ 火 ） 4 0 . 2 1 2 0 . 3 1

2 0 0 7年 2月 2 6日 （ 月 ） 4 0 . 1 6 2 0 . 3

2 0 0 7年 3月 6日 （ 火 ） 4 0 . 1 4 2 0 . 3 0

② 佃 橋
量 水 標 ﾃ ﾚ ﾒ ｰ ﾀ

2 0 0 6年 6月 2 2日 （ 木 ） 3 8 . 0 3 3 8 . 7 9

2 0 0 6年 7月 2 6日 （ 水 ） 3 8 . 0 8 3 8 . 8 3

2 0 0 6年 8月 2 9日 （ 火 ） 3 8 . 0 7 3 8 . 8 1

2 0 0 6年 9月 2 1日 （ 木 ） 3 8 . 0 6 3 8 . 7 1

2 0 0 6年 1 0月 1 6日 （ 月 ） 3 8 . 1 3 3 8 . 7 8

2 0 0 6年 1 1月 1 4日 （ 火 ） 3 8 . 0 6 3 8 . 7 3

2 0 0 6年 1 2月 2 5日 （ 月 ） 3 7 . 9 9 3 8 . 7 6

2 0 0 7年 1月 3 0日 （ 火 ） 3 8 . 0 7 3 8 . 7 3

2 0 0 7年 2月 2 6日 （ 月 ） 3 8 . 0 4 3 8 . 7

2 0 0 7年 3月 6日 （ 火 ） 3 8 . 0 2 3 8 . 7 1

③ 向 陽 橋
量 水 標 ﾃ ﾚ ﾒ ｰ ﾀ

2 0 0 6年 6月 2 2日 （ 木 ） 3 4 . 6 3 2 0 . 8 7

2 0 0 6年 7月 2 6日 （ 水 ） 3 4 . 7 0 2 0 . 8 7

2 0 0 6年 8月 2 9日 （ 火 ） 3 4 . 7 0 2 0 . 8 7

2 0 0 6年 9月 2 1日 （ 木 ） 3 4 . 7 2 2 0 . 8 7

2 0 0 6年 1 0月 1 6日 （ 月 ） 3 4 . 7 7 2 0 . 9 1

2 0 0 6年 1 1月 1 4日 （ 火 ） 3 4 . 7 3 2 0 . 8 7

2 0 0 6年 1 2月 2 5日 （ 月 ） 3 4 . 6 8 2 0 . 8 5

2 0 0 7年 1月 3 0日 （ 火 ） 3 4 . 7 2 2 0 . 8 6

2 0 0 7年 2月 2 6日 （ 月 ） 3 4 . 6 8

2 0 0 7年 3月 6日 （ 火 ） 3 4 . 7 0 2 0 . 5 4

表－3 高水流量結果(2000 年) 

表－5 低水水流量観測結果(2006 年) 

表－4 高水流量結果(2006 年 向陽橋) 



高水流量観測結果と低水流量観測結果から、観測水位

（量水標）と水防災総合情報システムのテレメータ水

位観測所の水位計データと比較した。図-10～12 は、

量水標の水位とテレメータの水位の関係を示したもの

で、近似式及び相関係数は、高水流量観測のものであ

る。相関係数は、久我山橋、佃橋、向陽橋で 0.9634、
0.9643、0.9968 という高い相関を得ることができた。

晴天時のみのデータで相関を求めた場合、久我山橋、

佃橋、向陽橋の相関係数は、0.5957、0.1016、0.3567
という値であった。原因としては、ⅰ）量水標を読む

ときの人的誤差、ⅱ）テレメータ水位計の機械誤差、

ⅲ）洪水時の土砂や植生の繁茂による河床変動誤差な

どが考えられる。 
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量水標の水位とテレメータの水位の相関をとるために

は、一定以上の水位変動が必要とされる。観測予算な

どの制約を受けるが、低水時だけでなく高水時の水位

の関係も調査することが望まれる。 
 

6. 流量と水位 

 図-13 は、月に１回実施した低水流量観測調査の水

位とテレメータ水位について表したものである。晴天

時の水位については、年間を通じてほぼ一定であった。

図-14 は、低水流量観測調査における流量の推移である。

流量の大小は、佃橋＞久我山橋＞向陽橋となっている。

上流下流の関係では、向陽橋＞佃橋＞久我山橋となる

べきであるのだが、これが逆転している。流量が非常

に小さいことや、土砂や植生の繁茂による河床変動に

よる影響かと思われる。 
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図－10 テレメータと量水表の関係(久我山橋) 

図－13 2006 年の水位観測結果(低水流量観測) 

②佃橋 

①久我山橋 

③向陽橋 
図－11 テレメータと量水表の関係(佃橋) 

図－12 テレメータと量水表の関係(向陽橋) 
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計 画 流 量
H - Q 式 か
ら の 流 量

(m 3 / s ) (m 3 / s )
久 我 山 橋 5 0 5 7 1 .1 4
佃 橋 6 5 9 9 1 .5 2
向 陽 橋 9 0 1 5 8 1 .7 6

 
 
図-15 は、低水流量観測調査における流速の推移であ

る。流速の大小は、久我山橋＞佃橋＞向陽橋となって

いる。下流にいくに従い流速が小さくなる傾向を示し

ている。 
図－16、17 は、2000 年の高水流量観測から得た久

我山橋と佃橋の水位流量曲線（H－Q 式）、図－18 は、

2006 年の高水流量観測から得た向陽橋の水位流量曲

線（H－Q 式）である。求めた H－Q 式で、計画高に

おける流量を計算した場合、表-6 のとおりとなった。

久我山橋、佃橋、向陽橋における H－Q 式を用いて計

算した計画高流量は、計画流量を上回ることが分かっ

た。 
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7. 年間の流量変化 

 図-19 は、水位流量曲線（H－Q 式）を用いて求 
めた、2006 年向陽橋の日平均流量と日雨量を比較した

ものである。日雨量の最大は、10 月 6 日の 141mm、

日平均流量の最大は、10 月 6 日の 3.3m3/s であった。

6 月 16 日の大雨、10 月 7 日の台風 16,17 号、12 月 26
日の大雨の影響で、日雨量とともに流量も大きい値を

表－6 計画流量と H-Q式から求めた計画高における流量

Q=13.242×(H－34.441)2 

図－18 水位流量曲線（H－Q 曲線）（向陽橋） 

図－14 2006 年の流量観測結果(低水流量観測) 

図－15 2006 年の流速観測結果(低水流量観測) 

図－17 水位流量曲線（H－Q 曲線）（佃橋） 

図－16 水位流量曲線（H－Q 曲線）（久我山橋） 

Q=9.47×(H－37.87)2 

Q=4.549×(H－39.867)2 



記録している。図-20 は、月平均流量と月雨量を比較し

たものである。最も月雨量が大きかったのは 10 月で

296mm、最も少なかったのは1月で59mmであった。

月平均流量についても、最も大きかったのが 10 月で

0.65 m3/s、最も少なかったのは 1 月で 0.31 m3/s であ

った。 
 
8. 流況特性 
 図-21～23 は、図-16～18 で得た水位流量曲線（H－

Q 式）を用いて 2006 年の久我山橋、佃橋、向陽橋に

おける流況について示したものである。豊水流量、平

水流量、低水流量、渇水流量は、0.2 m3/s の範囲内に

とどまった。神田川上流域では、１年を通じて、ほと

んど流量の変化がないということが分かる。図-21 の久

我山橋の流量は、11 月に一旦上昇した後、流量が減少

しない現象が起きている。土砂などによる水位計の故

障が考えられる。 
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豊水流量、平水流量、低水流量、渇水流量の大小につ

いては、佃橋＞久我山橋＞向陽橋となっており、低水

流量観測調査と同じ結果となったが、佃橋の流量が久

我山橋、向陽橋の２倍程度高い結果となった。この原

因については、今後流出解析等を行なうことで検証し

たい。 
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2006年　神田川　佃橋
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2006年　神田川　向陽橋
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豊水流量：0.42m3/s 
平水流量：0.35m3/s 
低水流量：0.29m3/s 
渇水流量：0.26m3/s 

図－19 日平均流量と日雨量（2006 年 向陽橋） 

図－20 月平均流量と月雨量（2006 年 向陽橋） 
図－23 流況曲線 2006 年 向陽橋 

図－21 流況曲線 2006 年 久我山橋 

豊水流量：0.99m3/s 
平水流量：0.91m3/s 
低水流量：0.84m3/s 
渇水流量：0.77m3/s 

豊水流量：0.51m3/s 
平水流量：0.45m3/s 
低水流量：0.34m3/s 
渇水流量：0.31m3/s 

図－22 流況曲線 2006 年 佃橋 
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9. まとめ 
テレメータ水位観測所の水位計データ、雨量データ

を活用することで、各観測地点における年間の水位と

雨量の変動を把握することができた。また、テレメー

タ水位計の水位と観測水位の相関を把握し、観測で得

た水位流量曲線（H－Q 式）を活用することで、年間

の流量や流況の把握が可能となった。一方、テレメー

タ水位観測所の水位計データの欠測・異常値が多数存

在することが分かった。また、高水流量観測について

は、観測日決定のための降雨予測や、都内の狭小な河

川では、浮子による観測が困難であるなどの観測上の

課題がある。 
今後も引き続き都内中小河川において流量観測を実

施していくが、観測データの活用を考えた整理や、デ

ータ活用のための課題を抽出し、調査・開発を進めて

いきたい。以下、５点を本報告のまとめとしたい。 

①テレメータ水位計のデータには、水位計周辺での落

雷による電気系統の故障などが原因で、欠測又は異常

値が存在する。 
②向陽橋は、神田川上流域に位置するため、流域内の

観測所（久我山橋）の降雨強度とタイムラグがほとん

どない。 

③低水流量観測の調査結果から、佃橋、久我山橋、向

陽橋の流量の大小は、佃橋＞久我山橋＞向陽橋となっ

ている。流速の大小は、久我山橋＞佃橋＞向陽橋とな

っている。 
④2006 年の久我山橋、佃橋、向陽橋における H－Q 式

を用いて計算した高水流量は、計画流量を 1.76 倍とな

ることが分かった。 
⑤2006 年の久我山橋、佃橋、向陽橋における流況につ

いて、豊水流量・平水流量・低水流量・渇水流量は、

0.22m3/s の範囲内であった。 
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